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◆魅力発見！　霧島ジオパーク
◆都城市文化賞
◆１月は償却資産の申告月
◆見つめ直そう！　家庭での教育
◆インターネットを利用した選挙運動

◆議会だより
◆市の伝統工芸品
◆年末年始の交通安全
◆快適な道路環境づくり



◎
解
説

　

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
87
・
７
㌫

の
人
が
、都
城
市
は「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
て
、
前

年
度
の
調
査
よ
り
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
人
は
、

60
歳
代
の
91
・
１
㌫
が
最
も
多
く
、
逆

に
最
も
少
な
い
の
は
50
歳
代
の
83
・
４

㌫
で
し
た
。

性　別 回答者 比　率
男　性 626人 41.2%
女　性 876人 57.7%
無回答 16人 1.1%

年　代 回答者 比　率
20代 70人 4.6%
30代 185人 12.2%
40代 185人 12.2%
50代 301人 19.8%
60代 416人 27.4%
70歳以上 348人 22.9%
無回答 13人 0.9%

地　区 回答者 比　率
姫　城 125人 8.2%
小松原 80人 5.3%
妻ケ丘 184人 12.1%
祝　吉 155人 10.2%
五十市 158人 10.4%
横　市 112人 7.4%
沖　水 126人 8.3%
志和池 67人 4.4%

市では、市民の意見を市政に反映させるため、７月に「ふれあいアンケート」を実施しました。
今回は、20歳から80歳までの約12万3、000人の市民の中から無作為に選んだ４、000人を対象に、
都城市の住み心地や運動と健康、環境、自治公民館、まちづくり協議会、防災意識、インターネッ
トショップ、市職員の接客態度、選挙、市議会、市政への要望について調査を行いました。
回答者は１、518 人で、回答率 38％でした。詳細な結果は、市のホームページに掲載しています。

◎問い合わせ　秘書広報課　　☎ 23－3174

都城市市民意識調査結果

住
み
心
地

地　区 回答者 比　率
庄　内 66人 4.4%
西　岳 29人 1.9%
中　郷 80人 5.3%
山之口 53人 3.5%
高　城 99人 6.5%
山　田 85人 5.6%
高　崎 75人 4.9%
無回答 24人 1.6%

◇地区別◇年代別◇男女別

　

地
区
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る

地
区
の
上
位
は
、
小
松
原
（
92
・
６

㌫
）、
祝
吉
（
92
・
３
㌫
）、
横
市
（
92

㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、「
住
み
に
く
い
」「
や
や
住
み

に
く
い
」
と
感
じ
て
い
る
地
区
は
、
山

之
口
（
22
・
７
㌫
）、高
崎
（
17
・
４
㌫
）、

志
和
池
（
14
・
９
㌫
）
で
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

今
の
都
城
市
の
住
み
心
地
を

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に
住
み

続
け
た
い
で
す
か
？

住みやすい住みやすい
33.333.3%%

現在地またはその現在地またはその
周辺に住みたい周辺に住みたい

67.967.9%%

市内の他の市内の他の
地域に住みたい地域に住みたい

7.07.0%%

市内には市内には
住みたくない住みたくない

2.62.6%%
分からない分からない
14.814.8%%

まあ住みやすいまあ住みやすい
54.454.4%%

やややや
住みにくい住みにくい
8.88.8%%

住みにくい住みにくい
2.02.0%%

無回答無回答
1.51.5%%

無回答無回答
7.77.7%%

ふれあいアンケートふれあいアンケートのの結結果果

回答者
の内訳
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ふれあいアンケートの結果

◎
解
説

　

自
分
が
「
健
康
」「
ま
あ
健
康
」
と

答
え
た
人
は
78
㌫
で
、
逆
に
「
あ
ま
り

健
康
で
な
い
」
と
答
え
た
人
は
20
・
２

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
力
に

｢

自
信
が
あ
る｣

「
普
通｣
と
答
え
た
人

は
68
・
５
㌫
で
、
逆
に
「
不
安
」
と
答

え
た
人
は
29
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
１
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の

状
況
は
、「
週
に
１
回
」
が
13
㌫
、｢
週

に
２
回
以
上｣

が
24
・
９
㌫
と
な
っ
て

い
て
、
本
市
が
推
進
し
て
い
る
「
み
ん

な
が
ス
ポ
ー
ツ
１
１
３
０
県
民
運
動
」

は
、
週
一
回
以
上
の
実
施
率
50
㌫
以
上

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調

査
で
は
37
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
と
健
康

あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？

体
力
に
自
信
が
あ
り
ま
す

か
？

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
、
過
去

１
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
し
ま

し
た
か
？

とても
健康である
9.9%ある

7.0%

普通普通
61.561.5%%

不安不安
29.529.5%%

分からない
1.2%

あまりあまり
健康でない健康でない
20.220.2%%

まあまあ
健康である健康である
68.168.1%%

週に週に
２回以上２回以上
24.924.9%%

週に１回週に１回
13.013.0%%

月に月に
１～２回１～２回
15.015.0%%

ほとんどほとんど
していないしていない
45.845.8%%

無回答無回答
1.31.3%%

分からない
1.4%

無回答
0.4%

無回答
0.8%

◎
解
説

　

防
災
用
品
の
備
蓄
に
つ
い
て
「
準
備

し
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
19
・
７
㌫
、

「
準
備
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
は

79
・
２
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
安
全
を
守
る
自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人

は
23
・
１
㌫
、
逆
に
「
知
ら
な
い
」
と

答
え
た
人
は
71
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
が
行
う
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

と
し
て
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
と
答

え
た
人
が
31
・
８
㌫
と
最
も
高
く
、「
訓

練
活
動
」「
資
機
材
購
入
の
助
成
」
が

続
い
て
い
ま
す
。

防
災
意
識

災
害
に
備
え
防
災
用
品
を
準

備
し
て
い
ま
す
か
？

市
が
行
う
自
主
防
災
組
織
へ

の
支
援
と
し
て
、
今
後
一
層

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
こ
と
は

何
で
す
か
？
（
複
数
回
答
可
）

住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
地

域
の
安
全
を
守
る
「
自
主
防

災
組
織
」
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

無回答無回答
1.11.1%%

無回答無回答
5.05.0%%

その他その他
1.01.0%%

特になし特になし
9.99.9%%

訓練活動訓練活動
30.730.7%%

リーダーのリーダーの
育成育成
31.831.8%%資機材資機材

購入の助成購入の助成
21.621.6%%

無回答無回答
5.0%

しているしている
19.719.7%%

5.05.0%%

知っている知っている
23.123.1%%

知らない知らない
71.971.9%%

していないしていない
79.279.2%%
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◎
解
説

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
自
治
公
民
館

に
は
82
・
２
㌫
の
人
が
加
入
し
て
い
て
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は「
家
庭
ご
み
の
搬
出
」

22
・
４
㌫
、「
回
覧
版
に
よ
る
情
報
収

集
」
20
・
２
㌫
、「
隣
近
所
の
付
き
合
い
」

18
・
７
㌫
、「
伝
統
行
事
・
地
域
行
事

（
ふ
れ
あ
い
活
動
）」
８
・
６
㌫
、「
地
域

の
環
境
美
化
」
８
・
３
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
し
て
い
な
い
理
由
は
、

「
加
入
し
て
も
活
動
に
参
加
で
き
な
い
」

36
・
５
㌫
、「
加
入
の
必
要
性
を
感
じ

な
い
」
30
・
８
㌫
、「
加
入
方
法
が
分

か
ら
な
い
」
が
６
・
９
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
解
説

　

ま
ち
協
は
、
市
が
推
進
す
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
地
域
内
分
権
の

受
皿
と
な
る
住
民
自
治
組
織
で
す
。
ま

ち
協
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人

は
37
・
７
㌫
（
未
設
立
地
区
を
除
く
と

42
・
９
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち

協
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
の

う
ち
、
活
動
内
容
を
「
よ
く
知
っ
て
い

る
」「
大
体
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た

人
は
58
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
協
を
「
知
ら
な
い
」
と

答
え
た
人
59
・
２
㌫
の
う
ち
、「
活
動

に
参
加
し
た
い
」「
内
容
を
聞
い
て
考

え
た
い
」
と
答
え
た
人
は
55
・
９
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

自
治
公
民
館

自
治
公
民
館
に
加
入
し
て
い

ま
す
か
？

ま
ち
づ
く
り
協
議
会（
ま
ち

協
）を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

ま
ち
協
の
活
動
内
容
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

（
対
象
者
：
ま
ち
協
を
知
っ
て
い
る
回
答
者
）

自
治
公
民
館
に
加
入
し
て
い

な
い
理
由
は
何
で
す
か
？

今
後
、
ま
ち
協
の
活
動
に
参

加
し
た
い
で
す
か
？

（
対
象
者
：
ま
ち
協
を
知
ら
な
い
回
答
者
）

加
入
し
て
、
特
に
良
い
と
思

う
こ
と
は
何
で
す
か
？

（
複
数
回
答
可　

上
位
８
位
ま
で
）

無回答無回答
0.70.7%%

無回答無回答
3.13.1%%

無回答無回答
1.51.5%%

参加したい参加したい
2.62.6%%

無回答無回答
1.81.8%%

加入している加入している
82.282.2%%

知っている知っている
37.737.7%%

活動の活動の
内容を内容を
聞いて聞いて
考えたい考えたい
53.353.3%%

参加した参加した
くないくない
13.113.1%%

分からない分からない
29.529.5%%

よくよく
知っている知っている
8.28.2%%

大体大体
知っている知っている
50.750.7%%

よく知らないよく知らない
37.437.4%%

全く全く
知らない知らない
1.91.9%%

知らない知らない
59.259.2%%

加入して加入して
いないいない
17.117.1%%
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ふれあいアンケートの結果

◎
解
説

　

昨
年
度
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る

と
、
引
き
続
き
「
商
店
街
の
活
性
化
」

が
１
位
、「
企
業
誘
致
」
が
２
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
３
位
の
「
生
活
道

路
や
側
溝
の
整
備
」
は
、５
位
へ
後
退
。

一
方
で
、昨
年
度
５
位
の
「
福
祉
対
策
」

は
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
比
較
し
て
順
位
が
上
昇
し

た
主
な
項
目
は
、「
公
害
対
策
」
が
９

位
か
ら
６
位
へ
、「
ご
み
、し
尿
の
処
理
」

が
23
位
か
ら
14
位
へ
、「
小
・
中
学
校

の
施
設
整
備
」
が
25
位
か
ら
19
位
へ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、
男
性
・
女
性
の
１

位
が
「
商
店
街
の
活
性
化
」、
男
性
の

２
位
は
「
企
業
誘
致
」、
３
位
は
「
生

活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」
と
な
り
、
女

性
の
２
位
は
「
救
急
医
療
対
策
」、
３

位
は
「
福
祉
対
策
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
み
る
と
、
全
て
の
年
代
で

「
商
店
街
の
活
性
化
」
が
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
区
別
で
み
る
と
、
姫
城
・
小
松
原
・

妻
ケ
丘
・
祝
吉
・
五
十
市
・
横
市
・
庄

内
・
山
之
口
・
高
崎
地
区
で
「
商
店
街

の
活
性
化
」、
志
和
池
・
西
岳
地
区
で

「
生
活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」、
中
郷
・

高
城
地
区
で
「
福
祉
対
策
」、
沖
水
地

区
で
「
企
業
誘
致
」、山
田
地
区
で
「
公

害
対
策
」
が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
政
へ
の
要
望

あ
な
た
が
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
は
？

（
複
数
回
答　

上
位
15
位
）

◎
解
説

　

市
職
員
の
接
客
態
度
に
つ
い
て
、「
非

常
に
よ
い
」「
よ
い
」「
普
通
」と
答
え
た

人
は
、
87
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に「
悪
い
」「
非
常
に
悪
い
」と
答
え
た

人
は
、
10
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
職
員
に
対
し
て
の
信
頼
感

に
つ
い
て
、「
非
常
に
あ
る
」「
あ
る
程

度
あ
る
」「
普
通
」と
答
え
た
人
は
78
㌫

で
、
逆
に「
あ
ま
り
な
い
」「
全
く
な
い
」

と
答
え
た
人
は
、
19
・
６
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
よ
う
接
遇
の
向
上
に
努
め
、
職

員
の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
職
員
の
接
客
態
度
な
ど

市
職
員
に
対
し
て
、
信
頼
感

は
あ
り
ま
す
か
？

市
職
員
の
接
客
態
度
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
か
？

市
職
員
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す

か
？
（
複
数
回
答
可　

上
位
８
位
ま
で
）

非常によい非常によい
7.67.6%%

非常に悪い非常に悪い
1.81.8%%

よいよい
25.025.0%%

普通普通
54.954.9%%

悪い悪い
8.28.2%%

無回答無回答
2.52.5%%
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ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質
学
的
に
見

て
貴
重
な
地
層
、
岩
石
、
地
形
、
火
山
、

断
層
な
ど
を
見
所
と
す
る
自
然
公
園
の

こ
と
で
、「
地
質
版
の
世
界
遺
産
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援

す
る
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
進
め
て
い
る
活
動
で
、
保
護
・

研
究
、
教
育
的
活
用
と
学
習
、
体
験
型

観
光
な
ど
を
通
じ
て
地
域
資
源
を
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
と
、
そ
の
国
内
版
と
な
る
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ

オ
パ
ー
ク
と
な
る
た
め
に
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
か
審
査
を
受
け
、
認
め
ら

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
平
成
25
年
12

月
現
在
で
世
界
29
カ
国
１
０
０
地
域
あ

り
、
う
ち
国
内
で
は
６
地
域
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
６
地
域
を
含

め
て
32
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
霧
島

　

霧
島
山
は
、
雲
仙
・
瀬
戸
内
海
と
と

も
に
日
本
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

た
雄
大
な
景
観
、20
余
り
の
多
様
な
火

山
と
火
口
湖
、１
、３
０
０
種
に
も
及
ぶ

植
物
、
神
話
と
伝
説
を
持
ち
、
古
く
か

ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
山
々
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
、

地
域
振
興
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
20
年
10
月
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向
け
た
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、霧

島
山
一
帯
は
、平
成
22
年
９
月
14
日
に

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
。
市
で
は
こ

れ
ら
の
資
源
を
地
域
の
活
性
化
に
生
か

し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
係
市
町
と
一

体
と
な
っ
て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。日本ジオパーク認定までの経緯

平成20年10月14日 霧島ジオパーク推進連絡協
議会設立

平成21年１月１日 霧島市に事務局設置

平成22年４月26日 日本ジオパーク認定申請

５月23日 公開プレゼン審査

８月17・18日 現地審査

９月14日 日本ジオパーク認定

ジオパークとは地質学的に見て、貴重な地質遺産が多数存在する自然公
園です。霧島山麓周辺の５市１町（都城市・高原町・小林市・えびの市・
霧島市・曽於市）では、連携して世界ジオパーク認定へ向けた取り組み
を推進しています。今回では、霧島ジオパーク内にある本市のジオサイ
トを紹介します。　　　　　◎問い合わせ　商業観光課　☎23－2615霧島ジオパーク

イメージ
キャラクター
「キリッチ」

魅力発見魅力発見 !  霧島ジオパーク  霧島ジオパーク魅力発見魅力発見 !!  霧島ジオパーク  霧島ジオパーク
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関
之
尾
滝
（
関
之
尾
町
）

●
関
之
尾
滝

　

霧
島
山
の
裾
野
よ
り
湧
き
出
る
清

流
が
そ
の
先
端
で
大
滝
と
な
り
、
轟

音
と
と
も
に
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
流
れ

落
ち
ま
す
。
昭
和
33
年
に
県
立
自
然

公
園
に
、
平
成
２
年
に
は
日
本
の
滝

１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
幅

約
40
㍍
、
高
さ
約
18
㍍
か
ら
水
し
ぶ

き
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
な
が
ら
落
ち
る

姿
は
圧
巻
で
す
。 

●
関
之
尾
の
甌お
う
け
つ穴
群

　

流
水
が
小
石
や
岩
石
の
破
片
を
回
転

さ
せ
、
長
い
年
月
を
か
け
川
床
を
削
っ

て
で
き
た
大
小
の
く
ぼ
み
が
甌
穴
で

す
。
甌
穴
群
は
滝
の
上
流
に
位
置
し
、

そ
の
規
模
は
世
界
有
数
で
、
昭
和
３
年

に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
滝
か
ら
上
流
６
０
０
㍍
、
最
大

幅
80
㍍
に
も
達
し
、
そ
の
形
成
は
現
在

も
進
行
し
て
い
ま
す
。

御
池
（
夏
尾
町
）

　

本
市
と
高
原
町
に
ま
た
が
る
直
径
約

１
㌔
の
火
口
湖
で
、霧
島
山
で
は
最
大
、

最
深
の
湖
で
す
。

湖
岸
に
は
御
池
野

鳥
の
森
や
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
が
あ

り
、
野
外
活
動
の

拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

小
池
（
御
池
町
）

　

小
池
は
御
池
の
西
に
あ
る
直
径
約

４
５
０
㍍
の
火
口
湖
で
、
ほ
ぼ
垂
直

に
切
り
立
っ
た
高

さ
約
１
０
０
㍍
の

火
口
壁
が
あ
り
ま

す
。
御
池
野
鳥
の

森
と
併
せ
て
観
察

路
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ご
ろ
が
轟と
ど
ろ（

高
野
町
）

　

火
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
が
堆
積

し
た
岩
盤
が
、
川
の
流
れ
で
浸
食
さ

れ
て
で
き
た
滝
で

す
。
全
長
は
40
㍍

で
、
千せ
だ
ら
し足

川
本
流

が
洗
濯
板
の
よ
う

な
岩
盤
上
を
滑
る

よ
う
に
流
下
し
ま

す
。

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会

　

関
之
尾
滝
の
観

光
ガ
イ
ド
を
目
的

に
、
平
成
21
年
に

設
立
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
。
年
中
無
休
で

活
動
し
て
い
ま

す
。

【
滝
の
案
内
】

●
申
込
人
数　

３
人
以
上

●
料
金　

無
料

●
申
込
期
限　

１
週
間
前
ま
で

【
紙
芝
居
（
出
張
）】

●
申
込
人
数　

10
人
以
上

●
ガ
イ
ド
交
通
費

　

１
組　

２
、０
０
０
円
よ
り

●
申
込
期
限　

１
週
間
前
ま
で

●
内
容　

①
お
雪
さ
ん
物
語
（
関
之
尾

に
伝
わ
る
恋
物
語
）
②
坂
元
源
兵
衛
物

語
（
前
田
用
水
路
が
テ
ー
マ
。
水
を
求

め
て
闘
い
続
け
た
不
屈
の
物
語
）
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ　

滝
の
駅
せ
き
の
お

　
　
　
　
　
　
　

☎
37
ー
３
４
０
５

都
城
市
の
ジ
オ
サ
イ
ト

ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
所
を
ジ
オ
サ
イ
ト
と
い
い
ま
す
。

霧
島
山
一
帯
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
ジ
オ
サ

イ
ト
が
44
カ
所
あ
り
、
う
ち
４
カ
所
が
本
市
に
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
体
験
し
て
く
だ
さ
い
！

ト
ピ
ッ
ク

都城市のジオサイト
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９
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

◆
児
童
館
に
お
け
る
子
育
て

　

支
援
に
つ
い
て

質
１　

市
の
児
童
館
活
用
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

児
童
館
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

「
児
童
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い

て
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
児
童
館
は
、

遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
自
主
性
や

創
造
性
を
育
む
と
と
も
に
、
よ
り
良
い

人
間
関
係
を
築
く
場
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
身
近
な
相
談
の

場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
が

安
全
で
、
安
心
で
き
る
空
間
づ
く
り
を

平
成
平
成
2525
年
第
３
回
市
議
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
９
月

年
第
３
回
市
議
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
2424
日
ま
で
の

日
ま
で
の
2323
日
間
の
会
期

日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
2525
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案
4343
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
請
願
３
件
、
陳
情
２
件
、

件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
請
願
３
件
、
陳
情
２
件
、

報
告
３
件
の
合
計

報
告
３
件
の
合
計
5454
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
平
成

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
平
成
2424
年
度
歳
入
歳
出
決

年
度
歳
入
歳
出
決

算
認
定
議
案

算
認
定
議
案
1616
件
が
継
続
審
査
、
請
願
３
件
が
継
続
審
査
、
陳
情
１
件
が
不
採
択

件
が
継
続
審
査
、
請
願
３
件
が
継
続
審
査
、
陳
情
１
件
が
不
採
択

と
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
可
決
、
採
択
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

と
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
可
決
、
採
択
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
９
月
議
会

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
と

の
役
割
分
担
な
ど
も
含
め
て
、
現
在
設

置
し
て
い
る
「
都
城
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
の
中
で
検
討
し
、
そ
の
方
針

を
示
し
て
い
き
ま
す
。

質
２　

児
童
館
の
日
曜
開
館
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
２　

今
後
、
日
曜
日
に
開
館
が
必

要
と
い
う
声
が
多
い
場
合
は
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
日
曜
開
館
を
行
う
場
合
は
、

職
員
数
の
増
員
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
費

用
負
担
な
ど
の
問
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
点
も
含
め
て
、「
都
城

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
中
で
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

質
３　

児
童
館
の
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　

放
課
後
の
安
全
な
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

放
課
後
子
ど
も
教
室
、
児
童
館
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

家
庭
に
い
な
い
児
童
の
放
課
後
の
居
場

所
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
各

小
学
校
に
設
置
し
て
き
ま
し
た
。現
在
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
未
設
置
の
小
学
校

は
９
校
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
校
は
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
中
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
石
山
小
学
校
で
は
、
他
の
児
童
館

と
同
じ
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
自
宅
に
帰

宅
し
て
か
ら
地
区
内
の
児
童
館
を
利
用

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
石

山
小
学
校
児
童
の
放
課
後
の
状
況
と
し

て
は
、
約
８
割
の
児
童
が
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
に
加
入
し
て
い
て
、
残
り
の

２
割
が
帰
宅
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
が
い
っ
た
ん
帰
宅
せ
ず
、直
接
、

児
童
館
に
来
館
す
る
こ
と
を
認
め
る
た

め
に
は
、
保
護
者
の
責
任
の
下
で
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、

学
校
や
保
護

者
の
理
解
と

協
力
が
必
要

で
す
の
で
、

現
在
関
係
機

関
と
の
調
整

を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で

す
。

25 年度補正予算（８件）
【一般会計】 9億 2,797 万 3千円
【特別会計】  5 億 3,546 万 1千円

24 年度決算の認定（16件）
〔継続審査〕

条例の制定・一部改正（７件）
◇都城市税条例の一部を改正する条例の制
　定について　　　　　　　　   ほか６件

その他（12件）
◇財産の取得について ほか 11 件

諮問（１件）
◇人権擁護委員候補者の推薦につき議会の
　意見を求めることについて　　

議員提出議案（２件）
◇「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に
　関する地方の財源確保」のための意見書
　　　　　　　　　　　　　　　ほか１件

請願（３件）〔継続審査〕

陳情（２件）
◇地方税財源の充実確保を求める意見書の
　提出についての陳情書　ほか１件不採択

報告（３件）
◇専決処分した事件の報告について
　　　　　　　　　　　　　　　ほか２件
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◆
子
宝
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
１　

少
子
化
対
策
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

若
者
支
援
や
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
の
支

援
、
そ
し
て
子
育
て
と
い
う
段
階
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に

課
題
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
そ
れ
に

対
応
し
た
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
都
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
段
階
的
に
課
題
を
整
理
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
施
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
２　

不
妊
治
療
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
２　

全
国
的
に
結
婚
年
齢
や
妊
娠

出
産
年
齢
の
上
昇
、
医
療
技
術
の
進
歩

な
ど
で
、
不
妊
治
療
を
受
け
る
人
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
に

５
万
件
未
満
で
あ
っ
た
件
数
が
、
平
成

22
年
に
は
24
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

不
妊
治
療
に
は
、
一
般
不
妊
治
療
と

高
度
な
技
術
が
必
要
な
特
定
不
妊
治
療

が
あ
り
ま
す
が
、
治
療
を
受
け
る
人
に

と
っ
て
は
、
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担

が
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
３　

市
独
自
で
の
不
妊
治
療
助
成

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　

現
在
、
市
独
自
の
不
妊
治
療

助
成
事
業
の
取
り
組
み
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。
不
妊
治
療
に
つ
い
て
の
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
県
が
実
施
し
て
い

る
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
検
討
を
進
め
て
い
る
「
都

城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
中
で

課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◆
都
城
歴
史
資
料
館
の
現
状
に

　

つ
い
て

質　

都
城
歴
史
資
料
館
の
活
用
状
況

を
伺
い
た
い
。

答　

常
設
展
示
の
ほ
か
、
毎
年
３
回

の
企
画
展
を
開
催
し
、
そ
の
う
ち
２
回

は
小
学
生
の
教
育
課
程
に
合
わ
せ
た
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
９
月

は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対

象
に
「
原
始
か
ら
古
代
時
代
」
を
展
示

し
、
１
月
か
ら
３
月
は
、
３
年
生
を
対

象
に
「
昔
の
道
具
」
を
展
示
す
る
な
ど

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
学
習
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
体
験
学
習
の
会
場
と
し

て
庭
園
や
和
室
の
利
用
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
お
茶
室
の
静
山
亭
や
庭
園
も
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
来
年

１
月
13
日
ま
で
、

歴
史
資
料
館
開

館
25
年
企
画
展

と
し
て
、
国
指

定
の
大
島
畠
田

遺
跡
か
ら
出
土

し
た
遺
物
の
展

示
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◆
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

質
１　

基
金
創
設
に
至
っ
た
市
長
の

思
い
と
期
待
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

急
激
な
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
な
ど
、
中
山
間
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
中
山
間
地

域
な
ど
の
地
域
課
題
に
早
急
に
対
処

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
振
興
事
業
を
支
援
す
る
た

め
、
今
年
度
、
地
域
振
興
基
金
２
億
円

を
積
み
立
て
、
平
成
28
年
度
ま
で
の
４

年
間
を
事
業
期
間
と
す
る
地
域
活
性
化

事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
総
合
支
所
・
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
自
主
的
に

取
り
組
み
、
大
い
に
地
域
の
活
性
化
に

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

質
２　

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
２　

地
域
活
性
化
事
業
の
積
極
的

な
活
用
を
図
る
に
は
、
各
総
合
支
所
や

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提

供
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
取
り
組
み
の
参
考
に

し
て
も
ら
う
た
め
、
県
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
総
合
支
所
や
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
の
担
当
職
員
、
地
域
づ
く
り
団

体
な
ど
を
対
象
に
、
国
や
県
な
ど
の
中

山
間
地
域
等
振
興
施
策
の
説
明
や
先
進

事
例
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

傍聴においでください
　市議会は、３月、６月、９月、12 月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関
係の深い議案や請願などを審議します。傍
聴席は、市役所西館６階にありますので、
ご自由においでください。
　また、ＢＴＶケーブルテレビでも、市議
会の中継放送や録画放送を行っています。
◎問い合わせ　議会事務局　☎ 23 ー 7869
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20
代
の
頃
、
父
親
か
ら
の
勧
め
で
、

三
味
線
を
始
め
た
野
添
律
子
さ
ん
。
昭

和
60
年
に
は
、
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形

浄
瑠
璃
保
存
会
に
入
会
し
、
先
輩
の
指

導
の
下
、
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

楽
譜
の
な
い
三
味
線
を
耳
と
現
存

す
る
テ
ー
プ
を
頼
り
に
練
習
し
、
昭
和

61
年
３
月
、
第
11
代
目
の
三
味
線
奏
者

と
し
て
初
舞
台
に
立
っ
て
以
降
、
現
在

ま
で
29
年
間
、
三
味
線
奏
者
と
し
て
古

浄
瑠
璃
と
呼
ば
れ
る
３
０
０
年
前
の

芸
態
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

都
城
市
文
化
賞
は
、
文
化
の
向
上
、
発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体

に
対
し
て
、
都
城
市
文
化
賞
条
例
に
基
づ
き
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
、
旧
都
城
市
も
含
め
、
こ
れ

ま
で
に
96
人
、
７
団
体
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

８
回
目
と
な
る
今
年
度
の
文
化
賞
に
は
、
芸
術
部
門
と
文
化
功
労
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
人
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

☎
23
ー
２
１
３
２

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

    
都
城
市
文
化
賞

都
城
市
文
化
賞

　

野
添
さ
ん
は
、
年
４
回
開
催
さ
れ
る

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
定
期
公

演
だ
け
で
は
な
く
、
山
之
口
麓
小
学
校

の
学
習
発
表
会
や
運
動
会
で
の
披
露
、

同
小
の
児
童
を
対
象
に
し
た
「
麓
文
弥

節
人
形
サ
ー
ク
ル
活
動
」
な
ど
に
も
指

導
者
と
し
て
参
加
し
、
後
継
者
の
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

野の
ぞ
え添　

律り
つ
こ子

さ
ん 

（
山
之
口
町
山
之
口
）

 

文
化
功
労
部
門

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
画
に
興
味
の

あ
っ
た
木
脇
秀
子
さ
ん
。
結
婚
後
、
家

事
や
子
育
て
の
傍
ら
、
趣
味
で
油
絵
を

描
き
始
め
ま
し
た
。
昭
和
49
年
、
高
校

時
代
の
恩
師
の
勧
め
で
、
二
科
展
に
初

め
て
出
品
し
た
作
品
が
入
選
。
こ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
本
格
的
に
油
絵
を

描
き
始
め
ま
し
た
。

　

半
世
紀
の
歴
史
を
持
つ
「
城じ
ょ
う
び美
会
」

に
、
昭
和
59
年
に
入
会
し
、
現
在
は
理

事
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
12

年
か
ら
現
在
ま
で
、
市
美
術
展
の
実
行

委
員
を
務
め
る
な
ど
美
術
文
化
の
向

上
・
発
展
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、
個
展
を
数
多
く
開
催
し

な
が
ら
、
二
科
展
に
も
精
力
的
に
出
展

を
続
け
て
い
て
、
平
成
３
年
に
特
選
、

平
成
13
年
に
会
友
賞
、
平
成
22
年
に
会

員
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
。
現
在
で

は
、
二
科
会
審
査
員
と
し
て
、
市
内
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
内
の
後
進
の
指

導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

木き
わ
き脇　

秀ひ
で
こ子

さ
ん
（
平
江
町
）

 

芸
術
部
門

102013.12



都
城
大
弓

昭
和
59
年
、宮
崎
県
伝
統
的
工
芸
品
に
、

平
成
６
年
、
経
済
産
業
大
臣
の
伝
統
的

工
芸
品
の
指
定
を
受
け
る

　

江
戸
時
代
初
期
に
製
法
が
確
立
さ
れ

た
と
い
わ
れ
、
２
０
０
以
上
の
工
程
の

全
て
を
、
１
人
の
弓
師
が
手
作
業
で
仕

上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
人
前
の
弓
師
に

な
る
に
は
、
10
年
以

上
の
歳
月
が
必
要
と

さ
れ
、
特
に
竹
を
均

一
に
削
る
「
竹
削
り
」

都
城
木
刀

昭
和
59
年
に
県
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定

を
受
け
る

　

都
城
地
域
は
森
林
資
源
が
豊
か
で
、

古
く
よ
り
樫か
し

材
を
利
用
し
た
柄え

木ぎ

作
り

が
盛
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
実
用
品
と
し
て
の
木
刀
だ
け

で
は
な
く
、
歴
史
に
み
ら
れ
る
古
流
派

の
木
刀
の
他
、
ス
ヌ
ケ
や
黒
壇
な
ど
高

級
材
の
木
質
を
生
か
し
た
工
芸
品
的
な

木
刀
も
製
作
さ
れ
、
全
国
の
木
刀
の
大

半
が
本
市
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
場
大
島
紬

昭
和
50
年
に
経
済
産
業
大
臣
の
伝
統
的

工
芸
品
の
指
定
を
受
け
る

薩
摩
絣

昭
和
59
年
に
県
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定

を
受
け
る

　

伝
統
の
技
術
を
守
り
な
が
ら
製
作
さ

れ
る
本
場
大
島
紬
は
、
絹
糸
の
し
な
や

か
な
肌
触
り
が
特
徴
で
す
。
細
や
か
な

数
々
の
絣
の
組
み
合
わ
せ
と
草
木
染
め

に
よ
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
模
様
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

ロ
ク
ロ
工
芸

昭
和
60
年
に
県
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定

を
受
け
る

　

戦
後
、
タ
ン
ス
の
部
品
や
飾
り
柱
、

人
形
の
杵き
ね

や
う
す
な
ど
の
小
物
製
造
を

経
て
、
碁ご

け笥
（
碁
石
入
れ
）
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ケ
ヤ
キ
や
サ

ク
ラ
、
ク
ワ
な
ど
を
材
料
に
し
て
、
製

材
か
ら
乾
燥
、
仕
上
げ
、
塗
り
の
工
程

を
経
て
製
作
さ
れ
ま
す
。

　

艶
や
か
で
自
然
な
丸
み
を
帯
び
た
形

状
が
特
徴
の
ロ
ク
ロ
工
芸
。
近
年
は
、

ロ
ク
ロ
工
芸
で
生
み
出
さ
れ
る
木
の
風

都
城
市
は
、
市
内
の
豊
富
な
竹
や
木
材
を
利
用
し
た
竹
弓
や
木
刀
、
ロ
ク
ロ
工
芸
な
ど
、
伝
統
的
な
工
芸
品
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
手
織
り
の
薩
摩
絣が
す
りや

大
島
紬つ

む
ぎか

ら
は
、
風
土
の
素
朴
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

今
回
は
、
国
や
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課　

☎
23
ー
２
７
５
３

都
城
市
の

伝
統
工
芸
品

や
、
約
１
０
０
本
の
ク
サ
ビ
を
打
ち
込

ん
で
型
を
整
え
る
「
弓
の
張
り
込
み
」

な
ど
の
工
程
は
、
長
年
の
勘
と
技
術
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
唯
一
の
竹
弓
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
る
都
城
。
全
国
の
製
品
の
ほ
と
ん

ど
が
本
市
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
薩
摩
絣
は
、

細
い
錦
糸
を
素
材
に

大
島
紬
の
絣
の
技
法

を
用
い
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
風
合
い
は
絹

の
よ
う
に
し
っ
と
り

と
し
て
い
て
独
特
の

光
沢
が
あ
り
ま
す
。
染

め
と
乾
燥
の
工
程
を

40
回
程
繰
り
返
す
こ

と
で
、
深
く
て
濃
い
藍

色
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

都城木刀
ロクロ工芸

合
い
や
木
目
を
生
か
し
た
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
、
皿
な
ど
新
た
な
製
品
も
作
ら
れ
て

い
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

11 Miyakonojo City Public Relations 2013.12



「
償
却
資
産
」
と
は
？

　

固
定
資
産
税
で
い
う
「
償
却
資
産
」

と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
で
事
業
用
に

使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
で
、
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
や
個

人
で
工
場
、商
店
、理
・
美
容
店
、病
院
、

建
設
業
、
ア
パ
ー
ト
・
貸
家
経
営
、
農

業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物
、

機
械
、
機
具
（
器
具
）、
備
品
な
ど
が

償
却
資
産
に
当
た
り
、
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
用
に
使
用
し
て
い
て

も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動
車
税
（
軽

自
動
車
税
）
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も

の
な
ど
は
、
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

１
５
０
万
円
で
す
。
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の

合
計
が
１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
、
固

定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申

告
は
必
要
で
す
。

申
告
の
方
法
は
？

　

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
そ
れ
に
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を

記
入
し
、１
月
末
日
ま
で
に
資
産
税
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
で
使
用
す
る

具
体
的
な
対
象
物
は
？

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
構
築
物
や
機
械
、機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
で
す
。
主
な
業
種
別
の
具
体
例
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
飲
食
店

・
厨
房
設
備

・
冷
蔵
庫

・
レ
ジ
ス
タ
ー

・
応
接
備
品

◎
小
売
業

・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

・
冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー

・
レ
ジ
ス
タ
ー

・
食
品
ス
ラ
イ
サ
ー

◎
ア
パ
ー
ト
・
貸
家
経
営

・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

・
駐
輪
場

・
屋
根
付
き
車
庫

・
ご
み
集
積

　
ボ
ッ
ク
ス

◎
理
・
美
容
業

・
理
美
容
い
す

・
洗
面
設
備

・
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

・
タ
オ
ル
蒸
し
器

◎
農
業

・
家
畜
用
設
備

・
農
業
用
器
具

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

・
サ
イ
ロ

◎
各
種
共
通

看
板
、
駐
車
場
舗
装
、
外
灯
照
明
設

備
、
受
変
電
設
備
、
空
調

設
備
、屋
外
給
配
水
設
備
、

太
陽
光
発
電
設
備
（
一
般

家
庭
の
場
合
、
全
量
売
電

で
あ
る
も
の
）
な
ど

事
業
主
の
皆
さ
ん　

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

 

申
告
す
る
も
の
が
な
い
場
合
は
？

 

償
却
資
産
は
、
法
令
で
毎
年
申
告

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
や

課
税
さ
れ
な
い
場
合
で
も
申
告
は
必
要

で
す
。
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
や
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
は
、
罰
金
な
ど
の
罰
則
規
定
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

 

確
定
申
告
の
と
き
「
減
価
償
却
資

産
申
告
」
を
す
る
予
定
で
も
「
償
却
資

産
申
告
」
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

「
減
価
償
却
資
産
申
告
」
は
確
定

申
告
な
ど
で
税
控
除
を
受
け
る
た
め
に

申
告
す
る
も
の
で
、
課
税
を
目
的
と
す

る
固
定
資
産
税
の
「
償
却
資
産
申
告
」

と
は
違
う
も
の
で
す
。
事
業
用
と
し
て

市
内
に
所
在
す
る
償
却
資
産
は
、
市
長

に
対
し
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

減
価
償
却
資
産
明
細
書
や
事
業
主
で
管

理
し
て
い
る
固
定
資
産
台
帳
の
写
し
な

ど
、
資
産
の
内
訳
が
分
か
る
も
の
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
下
旬
を
過
ぎ

て
も
申
告
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
人
や

新
規
に
事
業
を
開
始
し
た
人
は
、
資
産

税
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

工
場
や
商
店
、
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
、
ま
た
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト

工
場
や
商
店
、
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
、
ま
た
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト

を
貸
し
て
い
る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

を
貸
し
て
い
る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
を
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
を
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎

　

☎
2323
ー
２
１
２
４

ー
２
１
２
４

申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
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年
末
年
始

年
末
年
始
の
交
通
安
全

交
通
安
全

年
末
年
始
の
慌
た
だ
し
い
時
季
を
迎

え
、
余
裕
の
な
さ
か
ら
、
つ
い
、
お
ろ

そ
か
な
運
転
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
す
る
機
会
も
増
え
る
こ
の

時
季
。「
飲
ん
だ
ら
、
乗
ら
な
い
」
当

た
り
前
の
こ
と
を
守
り
、
本
市
か
ら
飲

酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23
ー
７
１
８
３

本
市
の
飲
酒
運
転
の
状
況

　

都
城
警
察
署
管
内
に
お
け
る
飲
酒
運

転
検
挙
件
数
は
、
平
成
19
年
か
ら
５
年

連
続
で
県
内
最
多
。
平
成
24
年
は
ワ
ー

ス
ト
２
位
で
し
た
が
、
検
挙
件
数
に
つ

い
て
は
平
成
23
年
か
ら
わ
ず
か
４
件
の

減
少
で
あ
り
、
飲
酒
運
転
者
は
後
を
絶

た
な
い
現
状
で
す
。
な
お
、
今
年
の
飲

酒
運
転
検
挙
件
数
も
、
10
月
31
日
現
在

43
件
で
県
内
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

　

市
で
は
、
街
頭
啓
発
活
動
、
企
業
・

団
体
が
実
施
す
る
交
通
安
全
教
室
で
飲

酒
運
転
が
体
験
で
き
る
ゴ
ー
グ
ル
の
貸

し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

飲
食
店
で
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
お

決
ま
り
で
す
か
？
」
と
来
客
に
呼
び
か

け
て
も
ら
う
な
ど
、飲
酒
運
転
を
さ
せ

な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
も
増
加

　

昨
年
度
、
都
城
警
察
署
管
内
の
交
通

事
故
死
者
数
は
10
人
で
、
そ
の
う
ち
７

人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。
ま

た
、事
故
に
遭
っ
た
高
齢
者
の
多
く
は
、

１
年
以
内
に
交
通
安
全
講
習
を
受
け
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
本
年
は
、
高
齢
者
が
絡
む
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
を
対

象
に
交
通
事
故
防
止
対
策
を
重
点
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
通
安
全
出
前
ミ
ニ
教
室

　

地
区
の
民
生
委
員
や
自
治
公
民
館
、

住
民
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
都
城
地
区

交
通
安
全
協
会
の
交
通
安
全
指
導
員

が
、
公
民
館
な
ど
の
依
頼
さ
れ
た
場
所

へ
個
別
に
訪
問
し
、
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
特
に
、
高
齢
者
向
け
に
運

転
免
許
の
返
納
方
法
な
ど
「
お
得
」
で

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
え
る
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
出
前
ミ
ニ
教
室
の
開
催

を
希
望
す
る
人
は
、
生
活
文
化
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　都城地区交通安全協会は、
保育園や小・中学校、公民

館などで、参加者が楽しく交通ルールを
学べるよう腹話術や、寸劇を取り入れた
交通安全教室を行っています。
　その他にも、年間を通し、広報車によ
る交通安全啓発、歩行者や自転車に対す
る安全指導を行うなど、市町村や警察と
連携しながら地域に密着した交通事故防
止活動に取り組んでいます。
　大人は子どもの手本です。大人が交通
規則を守ることで、子どもにも自然と交
通マナーが身に付きます。
　また、年末年始を迎え、飲酒する機会
も増えてきます。職場や地域のみんなで
飲酒運転しない、させない環境をつくっ
ていきましょう。

大人は子どもの手本です大人は子どもの手本です
都城地区交通安全協会
交通安全指導員

鈴木　愛
あいか

華さん（南横市町）

年
末
年
始

年
末
年
始
のの
交
通
安
全

交
通
安
全

五十市保育園での交通安全教室五十市保育園での交通安全教室 交
通
安
全
意
識
の
再
確
認
！

警察署別飲酒運転検挙状況
（平成25年１月１日～10月31日）
県全体  248件 （昨年－82）

１位 都　城 43件 （昨年－７）
２位 宮崎南 28件 （昨年－８）
３位 宮崎北 26件 （昨年－49）
３位 延　岡 26件 （昨年－10）
５位 日　向 24件 （昨年+４）
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家
庭
教
育
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
に

家
庭
内
で
言
葉
遣
い
や
会
話
の
仕
方
、

生
活
習
慣
な
ど
、
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
身
に
付
け
る
援
助

を
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
教
育
の
出

発
点
と
い
え
ま
す
。

近
年
、
家
庭
で
の
教
育
力
が
低
下
し
、

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護
者

が
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
本
市
の
家
庭
教
育
の
現
状
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
家
庭
で
の

教
育
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

☎
23
ー
９
５
４
５

低
下
し
て
い
る
家
庭
の
教
育
力

　

平
成
23
年
度
に
20
歳
〜
80
歳
ま
で
の

市
民
を
対
象
に
実
施
し
た
ふ
れ
あ
い
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、約
75
㌫
の
市
民
が「
家

庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
要
因
と
し
て
は
、
し
つ

け
や
家
庭
教
育
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

保
護
者
や
、
人
任
せ
に
す
る
保
護
者
が

増
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
家
庭
の
教
育
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識
を
高
め
る
」

や
「
相
談
機
関
の
情
報
を
広
く
知
ら
せ

る
」「
講
座
や
講
演
会
の
実
施
」
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　
家
庭
教
育
学
級
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
内
に
は
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

な
ど
に
保
護
者
が
家
庭
教
育
を
学
習
で

き
る
家
庭
教
育
学
級
が
、
65
学
級
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
教
育
に
関

す
る
事
の
ほ
か
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

学
習
会
や
視
察
研
修
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
教
育
学
級
は
、
た
だ
学

ぶ
場
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
同
士
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
教
育
学
級
へ
参
加
し
た
い
保
護

者
は
、
子
ど
も
の
通
う
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
相
談
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
で
は
、
子
育
て
や

し
つ
け
な
ど
の
相
談
の
ほ
か
に
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
の
学
校
教
育
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
日
時　

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
21
時

※ 

面
接
相
談
は
10
時
〜
17
時
ま
で
、

　

事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

宮
崎
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
９
８
５
ー
38
ー
７
６
５
４

　

☎
０
９
８
５
ー
31
ー
５
５
６
２

青
少
年
育
成
・
家
庭
教
育
講
演
会（
無
料
）

　

心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、
行
動
力

に
富
ん
だ
子
ど
も
が
育
つ
よ
う
に
、

全
て
の
大
人
が
子
ど
も
の
良
い
手
本

と
な
り
、「
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
」

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育

て
る
」
と
い
う
視
点
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈫

　

受
付
９
時
30
分　

開
会
10
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

教
育
評
論
家
親お

や
の
ち
か
ら

野
智
可
等

さ
ん
に
よ
る
講
演
「『
親
力
』
で
決

ま
る
子
ど
も
の
将
来
」

◎
申
し
込
み

　

生
涯
学
習
課　

☎
23
ー
９
５
４
５

平成 23年度に実施した
ふれあいアンケートの結果

①家庭の教育力が低下していると思いますか？

どちらかといえば低下
していない 3.6%

低下してい
ない 3.1%

分からない・
無回答 18.2%

②家庭の教育力が低下している要因は？（上位4項目）

③家庭の教育力を向上させるためには、どの
　ようなことが必要と思いますか？（上位4項目）

低下している
37.6%

どちらかといえば低
下している 37.5%

しつけや教
育の仕方が
分からない

地域で子ど
もを育てる
意識を高め
る

しつけや教
育を学校や
塾など、人
任せにする

相談機関の
情報を広く
知らせる

近所や地域
の人たちと
の関係が希
薄化した

講座や講演
会を実施す
る

過保護、過
干渉

父親の家庭
教育への参
加を促進す
る

17.4% 17.0%
12.6% 12.3%

0

10

20
（%）

19.3% 16.4% 14.3% 13.7%

0

10

20
（%）

家
庭
家
庭
で
の
で
の
教
育
教
育

見つめ
直そう！
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市
で
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
道
路
を
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、市
道
の
延
長
は
、約
３
、

２
０
０
㌔
に
も
及
ぶ
た
め
管
理
箇
所
も

多
く
、
良
好
な
状
態
に
保
つ
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

自
宅
周
辺
の
道
路
の
除
草
を
し
た
り
、

道
路
上
に
看
板
や
商
品
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
快
適
な

道
路
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

維
持
管
理
課　

☎
23
ー
２
７
５
２

　

総
合
支
所
管
内
は
各
建
設
課

道
路
に
張
り
出
し
た

樹
木
の
剪せ

ん
て
い定
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

樹
木
が
道
路
に
張
り
出
す
と
、
車
両

や
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
道
路
標
識
な
ど
を
見
え
に

く
く
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

個
人
が
所
有
す
る
樹
木
を
、
市
が
勝

手
に
切
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
所
有
者
の
皆
さ
ん

は
、
日
頃
か
ら
樹
木
を
適

正
に
管
理
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
か
ら
全

面
的
に
解
禁
と
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し
た
選
挙
運

動
。
本
市
で
は
、
来
年
１
月
26
日
㈰
に

行
わ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙
が
２
回
目

の
選
挙
と
な
り
ま
す
。
そ
の
概
要
を
問

答
形
式
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事

　

務
局　

☎
23
ー
７
８
６
４

 

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の
？

 

選
挙
運
動
期
間
中
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ほ
か
、
動
画
共
有

サ
ー
ビ
ス
、
動
画
中
継
サ
イ
ト
な
ど
で

政
策
な
ど
を
配
信
で
き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
誹ひ
ぼ
う謗

中
傷
な
ど
の
対

策
と
し
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
返
信

用
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
の
表
示
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

    

ど
ん
な
情
報
を
知
る
こ
と
が  

    
で
き
る
の
？

 
候
補
者
や
政
党
の
考
え
方
な
ど

を
、
い
つ
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
で

の
応
援
や
友
人
と
の
情
報
交
換
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

歩
道
切
り
下
げ
な
ど
は
市
の
許
可
を

受
け
て
施
工
し
ま
し
ょ
う
！

　

歩
道
や
縁
石
な
ど
が
設
置
し
て
あ
る

道
路
で
、
宅
地
内
に
乗
り
入
れ
す
る
た

め
、
撤
去
や
切
り
下
げ
の
工
事
を
実
施

す
る
場
合
は
、
道
路
を
管
理
す
る
国
や

県
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
市
道
の

場
合
は
、
維
持
管
理
課
ま
た
は
、
各
総

合
支
所
建
設
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
場
合
の
工
事
費
用
は
全
て
申
請
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

車
道
に
突
き
出
し
た
段
差
解
消
ブ

ロ
ッ
ク
や
鉄
板
は
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
申
請

し
て
切
り
下
げ
な
ど
の

工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
の
破
損
箇
所
を
見
つ
け
た
ら

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
！

　

道
路
の
陥
没
や
路
肩
の
決
壊
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
破
損
な
ど
は
、
交
通
事
故

の
原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
異

状
箇
所
を
見
つ
け
た
ら
、
早
急
に
維
持

管
理
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

 

有
権
者
は
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し

　

 

た
選
挙
運
動
は
で
き
る
の
？

 

電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
た
選
挙
運
動

は
、
候
補
者
や
政
党
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
有
権
者
は
メ
ー
ル
を
使
っ
て
選
挙

運
動
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

 

未
成
年
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

 

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
？

 

未
成
年
者
の
選
挙
運
動
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
が
身
近
な
世
代

だ
け
に
、保
護
者
の
監
督
も
重
要
で
す
。

　

 

誹
謗
中
傷
や
な
り
す
ま
し
対
策

　

 

は
ど
う
な
る
の
？

 

候
補
者
に
関
し
、
虚
偽
の
事
項
を

公
表
し
た
り
、
偽
名
で
通
信
し
た
り
す

る
と
公
職
選
挙
法
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
り
侮
辱

し
た
り
し
た
人
も
、
名
誉
毀
損
罪
や
侮

辱
罪
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

快
適
な
道
路
空
間
づ
く
り
に

協
力
く
だ
さ
い
！

ど
う
変
わ
っ
た
の
？

　

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動

送られてきた選
挙運動用電子
メールを、他人
に転送しては、
いけません！
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City of Miyakonojo Topics
盆
地
の
温
か
い
お
も
て
な
し

な
な
つ
星
in
九
州
第
１
便

　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
豪
華
寝
台
列
車
「
な
な

つ
星
in
九
州
」の
第
１
便
が
10
月
16
日
、

都
城
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
レ

ッ
ド
の
高
級
感
あ
ふ
れ
る
車
両
を
一
目

見
よ
う
と
、
２
、０
０
０
人
以
上
が
来

場
。「
す
ご
い
」「
か
っ
こ
い
い
」
な
ど

と
歓
声
を
上
げ
、
熱
烈
に
出
迎
え
ま
し

た
。
乗
客
の
到
着
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
た
歓
迎
式
典
で
は
、池
田
市
長
が「
素

晴
ら
し
い
旅
に
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
お

か
げ
祭
り
振
興
会
が
太
鼓
演
奏
や
獅
子

舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。な
な
つ
星
は
、

来
年
３
月
い
っ
ぱ
い
毎
週
水
曜
日
に
都

城
駅
に
停
車
し
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
遊
び
に
大
満
足

都
城
島
津
邸
キ
ッ
ズ
デ
ー

　

都
城
島
津
邸
キ
ッ
ズ
デ
ー
が
10
月
19

日
、都
城
島
津
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ー
ゴ
マ
大
会
や
竹
馬
、
竹
と
ん
ぼ
な

ど
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
で
き
る
と

あ
っ
て
、市
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が

参
加
。ベ
ー
ゴ
マ
大
会
で
は
、「
チ
ッ
チ

の
チ
」の
掛
け
声
に
合
わ
せ
勢
い
よ
く

台
に
向
け
て
腕
を
振
り
下
ろ
す
と
、コ

マ
が
互
い
に
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い
、

台
か
ら
弾
き
飛
ば
さ
れ
る
た
び
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

同
会
場
内
で
は
、
生
け
花
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
手
作
り
の
子
ど
も
よ
ろ
い
試
着
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
者
ら
は
親
子

で
休
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
た
な
ご
当
地
グ
ル
メ
に
舌
鼓

み
や
こ
ん
じ
ょ
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ

　

10
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
、
都
城

圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
地
場

産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
メ
ー
ン
企
画
と
し
て
都
城
の
新

た
な
名
物
を
作
ろ
う
と
「
み
や
こ
ん
じ

ょ
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
行
わ
れ
、
約

３
、０
０
０
人
の
投
票
に
よ
り
グ
ラ
ン

プ
リ
が
決
定
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

事
業
者
の
代
表
𠮷
田
努
さ
ん
は
「
皆
さ

ん
か
ら
支
持
さ
れ
た
こ
の
肉
丼
を
、
都

城
を
代
表
す
る
メ
ニ
ュ
ー
に
育
て
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出

品
さ
れ
た
一
部
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
出
店

事
業
者
の
店
舗
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

多
彩
な
環
境
イ
ベ
ン
ト
大
に
ぎ
わ
い

環
境
ま
つ
り

　

環
境
ま
つ
り
が
10
月
26
日
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め

環
境
に
関
係
す
る
68
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。
太
陽
光
で
動
く
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ

親
子
製
作
教
室
や
、
騒
音
測
定
器
を
使

っ
た
小
学
生
大
声
大
会
、
手
作
り
堆
肥

の
無
料
配
布
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

に
、
親
子
連
れ
な
ど
約
５
、０
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再

利
用
す
る
紙
す
き
を
体
験
し
た
野
村

花か

ほ歩
さ
ん
（
大
王
小
１
年
）
は
「
ミ
キ

サ
ー
で
色
が
混
じ
り
合
っ
た
り
、
ロ
ー

ラ
ー
を
使
っ
た
り
す
る
の
が
楽
し
か
っ

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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手
作
り
の
催
し
に
ぎ
わ
い
再
び

東
目
街
道
秋
祭
り

　

10
月
26
日
、
旧
後
藤
家
商
家
交
流
資

料
館
周
辺
で
東ひ
が
し
め目
街
道
秋
祭
り
と
、
秋

の
恵
み
に
感
謝
す
る
収
穫
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
東
目
街
道
と
は
、
鹿
児
島

藩
の
公
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
主
要
三

筋
（
出
水
筋
、
大
口
筋
、
高
岡
筋
）
の

一
つ
。
来
場
者
ら
は
、
地
元
小
中
学
校

に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
や
高
城
プ
ロ
レ

ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
農
産

物
の
販
売
な
ど
秋
の
催
し
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
高
城
観
光
協
会
の
鶴
田
勝

会
長
は
「
地
元
の
人
た
ち
が
協
力
し
あ

っ
て
で
き
る
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
。
か

つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
再
現
で
き
た
と
思

う
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

威
風
堂
々
と
弥
五
郎
ど
ん
が
浜
殿
下
り

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

　

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
が
11
月
３

日
、
的ま
と
の
し
ょ
う
は
ち
ま
ん
ぐ
う

野
正
八
幡
宮
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
身
の
丈
４
㍍
の
弥
五
郎
ど
ん

を
先
頭
に
、
獅
子
舞
い
や
み
こ
し
な
ど

約
２
０
０
人
が
浜は

ま殿
下
り
。
行
列
は
、

鳥
居
ま
で
の
道
の
り
６
０
０
㍍
を
、
約

30
分
か
け
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。
弥
五

郎
ど
ん
に
触
れ
る
と
病
気
を
せ
ず
、
１

年
間
元
気
に
過
ご
せ
る
と
い
う
い
わ
れ

か
ら
、
見
物
客
ら
が
、
無
病
息
災
を
祈

願
し
て
着
物
に
触
る
な
ど
し
て
い
ま
し

た
。
東
京
か
ら
帰
省
し
た
山
元
宏
美
さ

ん
は
「
祖
母
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

た
行
事
。よ
う
や
く
参
加
で
き
ま
し
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

盆
地
の
空
を
優
雅
に
舞
う

南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会

　

南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会
が

11
月
４
日
、
金
御
岳
公
園
山
頂
と
サ
シ

バ
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
天
の

た
め
開
催
が
１
日
延
期
さ
れ
る
中
、
10

チ
ー
ム
、
18
人
が
出
場
。
競
技
は
、
半

径
20
㍍
の
円
の
中
に
砂
袋
を
投
下
す
る

種
目
ス
ト
リ
ー
マ
ー
や
着
地
姿
勢
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
優
越
に
よ
り
競

わ
れ
、
華
麗
な
飛
行
操
作
に
、
訪
れ
た

観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
福
岡
県
か
ら
初
出
場
し
た
井
上
伸

夫
さ
ん
は
「
着
地
点
と
な
る
広
場
も
整

備
さ
れ
て
い
て
、
会
場
の
雰
囲
気
も
よ

か
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
台
所
に
大
集
合
！

市
場
ま
つ
り

　

新
鮮
な
魚
や
野
菜
の
消
費
拡
大
を
図

る
市
場
ま
つ
り
が
11
月
３
日
、
公
設
地

方
卸
売
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早

朝
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
新
鮮
で

市
価
よ
り
安
く
買
え
る
食
材
を
求
め
、

来
場
。
マ
グ
ロ
の
解
体
実
演
や
大
鍋
の

振
る
舞
い
な
ど
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
ら
は
、
切

り
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
普
段
、
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
同
施
設
で
の
催
し
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
永
野
碧あ

お
ば波
さ
ん
（
祝

吉
小
３
年
）
は
「
ブ
リ
大
根
が
お
い
し

く
て
、
弟
の
分
も
食
べ
て
お
腹
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
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Smiling  Faces  of  Miyakonojo

牛
の
体
型
や
毛
並
み
、
乳
房
の
形

の
美
し
さ
な
ど
を
競
う
、
第
57

回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
乳
用
種
種
牛
の

部
で
最
高
位
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、川
野
大
輔
さ
ん（
上

長
飯
町
・
32
歳
）
で
す
。

　

両
親
が
一
生
懸
命
農
業
に
打
ち
込
む

姿
を
見
て
育
っ
た
川
野
さ
ん
は
、
小
学

生
の
時
に
「
両
親
と
一
緒
に
牛
を
育
て

た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
川
野
さ
ん
の
牛
舎
に
は
出
産

を
経
験
し
た
乳
牛
の
母
牛
約
60
頭
と
子

牛
約
30
頭
を
飼
育
し
て
い
て
、
日
頃
か

ら
餌
の
管
理
や
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　
「
酪
農
は
、
早
朝
か
ら
の
餌
や
り
や

搾さ
く
に
ゅ
う
乳
、
牛
舎
の
掃
除
な
ど
重
労
働
が
多

い
の
で
す
が
、
子
ど
も
へ
愛
情
を
注
ぐ

よ
う
に
牛
た
ち
に
も
接
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
川
野
さ
ん
。

　

今
回
、
共
進
会
で
受
賞
し
た
「
Ｄ
Ｋ

Ｆ
シ
ョ
イ
ド
レ
ー
ガ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ム
」

は
、
自
信
を
も
っ
て
育
て
た
一
頭
。
共

進
会
へ
の
出
品
は
、
父
親
の
代
か
ら
続

け
て
い
て
29
年
目
に
し
て
大
臣
賞
を
獲

得
。「
基
礎
を
築
い
て
く
れ
た
両
親
へ

大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
ま
し
た
」

と
両
親
と
共
に
歩
ん
だ
道
の
り
を
振
り

返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
隣
で
支

え
て
く
れ
る
妻
や
子
ど
も
た
ち
、
若
い

後
継
者
の
仲
間
た
ち
の
協
力
も
あ
っ
た

と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
す
。

　

後
継
者
仲
間
と
と
も
に
牛
を
導
入

し
、
自
分
た
ち
で
交
配
技
術
の
探
究
を

続
け
、
い
か
に
良
い
子
牛
を
生
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
日
々
精
進
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る

「
都
城
地
域
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
」
と
、
熊

本
県
で
開
催
さ
れ
る
「
オ
ー
ル
九
州
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ー
」
で

入
賞
す
る
こ
と
が
次
の
目
標
と
語
る
川

野
さ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
は
、
平

成
27
年
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
の
上
位
入

選
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
飼
育
技
術
を
磨
き
な
が

ら
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
、
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

川野　大輔 さん

家族と共につかんだ栄誉！
第 57 回宮崎県畜産共進会乳用種種牛の部
グランドチャンピオン

農林水産大臣賞
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毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

両
駅
は
、
と
も
に
明
治
36
年
の
開

業
。
鹿
児
島
県
内
最
古
の
木
造
駅
舎
と

し
て
、今
年
１
１
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
り
、
趣
き
の
あ
る
漆し
っ
く
い喰
の
壁
や
木

枠
の
窓
な
ど
が
、
多
く
の
人
を
ひ
き
つ

け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
駅
に
は
、特
急「
は

や
と
の
風
」
も
停
車
し
、
休
日
に
は
多

く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
も
訪
れ
ま
す
。

■
嘉
例
川
駅

　

霧
島
市
隼
人
町
嘉
例
川
に
あ
る
無
人

駅
で
、
夜
は
竹た

け
ど
う
ろ
う

灯
籠
が
灯
り
、
駅
前
広

場
で
は
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
駅
前

に
は
公
園
や
、
昔

の
農
器
具
や
写
真

な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
「
小
さ
な

博
物
館
」
も
あ
り

ま
す
。

●
大
人
気
の
駅
弁

　

竹
の
子
ご
飯
や
が
ね
な
ど
が
入
っ
た

田
舎
駅
弁「
百
年
の
旅
物
語
か
れ
い
川
」

を
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
限
り
駅
舎
内
で
販

売
。
九
州
の
駅
弁
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
平
成
19
年

か
ら
３
年
連
続
１
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。

■
大
隅
横
川
駅

　

霧
島
市
横
川
町
に
あ
る
無
人
駅
で
、

昔
は
山
ヶ
野
金
山
で
採
掘
さ
れ
た
金
の

運
搬
駅
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
駅

舎
で
は
、
季
節
の
飾
り
付
け
や
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
な
ど
の
催
し
を

開
催
。
第
１
・
３
日
曜

日
開
催
の
ぽ
っ
ぽ
市
で

は
、横
川
発
祥
の
郷
土

菓
子「
げ
た
ん
は
」な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
現
存
す
る
戦
争
の
記
録

　

ホ
ー
ム
の
柱
に
は
、
戦
時
中
に
機
銃

掃
射
で
打
ち
抜
か
れ
た
痕
跡
が
残
り
、

空
襲
の
激
し
さ
を
今
に
伝
え
ま
す
。

　

次
の
停
車
駅
は
湧
水
町
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

霧
島
市
秘
書
広
報
課

　

☎
０
９
９
５

－

64

－

０
９
５
５

今
回
は
、
霧
島
市
内
の
11
駅
の
中
か
ら

Ｊ
Ｒ
九
州
肥
薩
線
の
嘉か
れ
い
が
わ

例
川
駅
と
大
隅

横
川
駅
を
紹
介
し
ま
す
。

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

【菊
きっか

花カブ】
●材料（４人分）
　カブ…160g　塩…ひとつまみ　赤唐辛子（飾り用）
　Ａ　酢…大さじ1・1/2　砂糖…小さじ２　　　塩…小さじ1/6　　  ゆずの皮
●作り方
　①カブは細かい格子状に包丁を入れ、塩水に30分ほど付け
　　固く絞る
　②容器にＡと①を入れ、冷蔵庫で一晩置く

【サツマ芋とリンゴのきんとん】
●材料（４人分）
　サツマ芋…中１本（200g）　リンゴ…1/4個（90g）
　砂糖…15g（芋の甘さで調整する）
●下準備
　サツマ芋…皮をむいて１～２cm幅に切り、水にさらす
　リンゴ…小さくスライスする
●作り方
　①鍋にサツマ芋とリンゴを入れ、ひたひたの水で煮る
　②サツマ芋が煮えたら、味を見ながら砂糖を加えて煮る
　③煮詰まったら、つぶして茶金絞りにする

ゆずの皮には、ビタミンＣが豊富に含まれて
います。刻んだり、すりおろしたりして、

薬味として使うと料理の味を引き立てます。

身近にあるものでおもてなし料理
◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

【鮭
さけ

のゆず風味焼き】
●材料（４人分）　
　生鮭…60g×４枚　　塩…小さじ1/2　
　Ａ　薄口しょうゆ…大さじ１　　酒…大さじ１　　　みりん…大さじ１　　ゆず汁…大さじ1/2
●作り方
　①生鮭は、塩を振っておく
　②ボールにＡを合わせ、①の鮭を20分ほど漬ける
　③②の汁気を軽く切り、フライパンで両面を焼く

※ 1人分 97kcal、塩分 1.6g

※ 1 人分 16kcal、塩分 0.4g

※ 1 人分 93kcal

鮭を焼くとき、フライパンにクッキング
シートを敷くと焦げるのを防ぐことがで
き、フライパンも汚れないので片付けが
簡単にできます。
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市
役
所
嘱
託
職
員

【
精
神
保
健
福
祉
士
】

●
対
象　

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
人
、
ま
た
は
26
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人

●
賃
金　

月
額
14
万
７
、０
０
０
円
程
度

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

福
祉
課

●
勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
16
時

　

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
（
す
で
に
精

神
保
健
福
祉
士
の
資
格
の
あ
る
人
）
を
福

祉
課
へ
持
参　

☎
23

－

２
９
８
０

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

非
常
勤
嘱
託
調
査
員

●
対
象　

考
古
学
学
芸
員
の
有
資
格
者
ま

た
は
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
・
本
調
査
に
従

事
し
、
有
資
格
者
と
同
等
の
考
古
学
の
知

識
を
持
つ
人
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
執

筆
実
績
を
持
ち
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人　

●
定
員　

若
干
名

※ 

採
用
後
、
す
ぐ
に
現
場
調
査

●
賃
金　

月
額
20
万
円
（
雇
用
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
）

●
勤
務　

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
８

時
30
分
〜
17
時
15
分

※
月
に
15
日
勤
務　
　
　

●
雇
用
期
間　

４
月
〜
９
月
ま
で
の
半
年

間
、
そ
の
後
は
勤
務
状
況
に
応
じ
て
６
カ

月
更
新
（
最
長
雇
用
期
間
は
３
年
間
）

　

１
月
14
日
㈫
〜
２
月
14
日
㈮
ま
で

に
、
履
歴
書
を
文
化
財
課
ま
で
持
参

☎
23

－

９
５
４
７

市
営
南
墓
地
管
理
人

●
募
集
人
員　

１
人
（
１
世
帯
）

●
勤
務
場
所　

市
営
南
墓
地
内
（
下
長
飯
町
４
７
６
番
）

●
応
募
資
格　

① 

墓
地
内
管
理
棟
に
居
住
し
、
健
康
で
明

る
く
、
毎
日
の
墓
地
内
の
管
理
や
巡
回

な
ど
、
市
が
指
示
す
る
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

② 

同
居
家
族
（
夫
婦
、
親
子
ま
た
は
兄
弟

姉
妹
な
ど
）
と
住
む
こ
と
が
で
き
る
人

※ 

委
託
料
、
そ
の
他
の
条
件
な
ど
に
つ
い

て
は
、
環
境
政
策
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

●
受
付
期
間

12
月
16
日
㈪
〜
１
月
20
日
㈪

※ 

応
募
者
に
は
、
面
接
日
を
通
知

　

履
歴
書
を
環
境
政
策
課
ま
で
持
参

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
０

推
薦
く
だ
さ
い

社
会
教
育
功
績
者
・
優
良
団
体

●
社
会
教
育
功
績
者
表
彰

　

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
に
所

属
し
、
お
お
む
ね
15
年
以
上
、
社
会
教
育

の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

そ
の
業
績
が
全
市
的
に
認
め
ら
れ
る
人

●
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
表
彰

　

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
で
、

そ
の
運
営
と
活
動
が
お
お
む
ね
10
年
以
上

に
わ
た
り
充
実
し
て
い
て
、
そ
の
業
績
が

全
市
的
に
認
め
ら
れ
、
他
の
模
範
と
な
る

団
体　

推
薦
調
書
に
記
入
の
上
、
参
考
に

な
る
資
料
を
添
え
て
１
月
６
日
㈪
ま
で
に

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
の
教
育
課

都
城
地
域
春
の
就
職
説
明
会
参
加
企
業

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
都

城
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
と
、
人
材
を

求
め
る
都
城
地
域
の
企
業
と
の
出
会
い
の

場
と
し
て
、就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
材
を
求
め
る
企
業
は
、
ぜ
ひ
応
募
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
13
日
㈭

（
企
業
受
付
）　

12
時
30
分

（
面
接
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
取
得
し
、

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
で
都
城
地
域

雇
用
創
造
協
議
会　

☎
23

－

２
４
１
２

m
jkoyou@

btvm
.ne.jp

※ 

詳
し
く
は
、「
都
城
地
域
春
の
就
職
説

明
会
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

募　

集

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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指
定
管
理
者

　

鷹
尾
児
童
館
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
配
布　

12
月
２
日
㈪
〜
27
日

㈮
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
こ
ど
も
課

で
配
布
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

12
月
19
日
㈭　

10
時
〜

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●
受
付　

１
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮
の
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
に
こ
ど
も
課

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
者

●
日
程　

５
月
18
日
㈰

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
５
月
19
日
㈪

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
弓
道
、
剣
道
、

な
ぎ
な
た
、
武
術
太
極
拳
、
四
半
的
弓
道
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

水
泳
、
卓
球
バ
レ
ー
、
囲
碁
、
将
棋

●
対
象　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

●
参
加
料　

５
０
０
円

※
出
場
決
定
後
、
郵
便
局
で
振
り
込
み

●
募
集
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

※ 

詳
し
い
内
容
は
福
祉
課
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
に
あ
る
種
目
別
実
施
要
項

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
８
５

－

31

－

９
６
３
０

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

　

（独）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
宮
崎
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
崎
）
で
は
、
次

の
学
科
の
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
施
設
見
学
会　

12
月
18
日
㈬

※
選
考
は
、
１
月
15
日
㈬

●
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
崎

　
　
　
　
（
宮
崎
市
恒
久
４
２
４
１
番
地
）

【
金
属
加
工
科
２
月
生
】

　

溶
接
・
金
属
加
工
技
術
が
習
得
で
き
ま

す
。

●
定
員　

16
人

●
期
間　

２
月
４
日
㈫
〜
７
月
28
日
㈪

【
電
気
制
御
科
（
企
業
実
習
付
）
２
月
生
】

　

住
宅
や
機
械
の
電
気
配
線
や
制
御
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
習
得
で
き
ま
す
。

●
定
員　

16
人

●
期
間　

２
月
４
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈮

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22

－

１
７
４
５

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

訓
練
生

　

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校
で
は
、

中
卒
以
上
の
人
を
対
象
に
、
平
成
26
年
度

の
建
築
科
・
塗
装
科
、
販
売
実
務
科
の
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
定
員　

①
建
築
科
・
塗
装
科　

20
人

② 

販
売
実
務
科
（
知
的
障
が
い
者
対
応
）

10
人

●
訓
練
期
間　

１
年

●
願
書
受
付
期
間　

①
１
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮

②
１
月
６
日
㈪
〜
22
日
㈬

●
試
験
日　

①
２
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　

②
２
月
３
日
㈪

●
選
考
方
法　

筆
記
試
験（
国
語
、数
学
）、

適
性
検
査
、
面
接

　

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

　
　
　

☎
０
９
８
３

－

23

－

０
５
２
３

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
ピ
ア
ノ
】

●
日
時　

12
月
19
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

東　

智
彦

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

催　

し

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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宝
く
じ
文
化
公
演

昇
太
・
花
緑
・
た
い
平　
三
人
会

　

春
風
亭
昇
太
・
柳

家
花
緑
・
林
家
た
い

平
ら
に
よ
る
落
語
公

演
を
開
催
し
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
に
よ

り
、
特
別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
12
日
㈬　

19
時
〜

　
　
　
　
（
18
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
料
金　

全
席
指
定

　
　
　
　

一
般　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

１
、０
０
０
円

※
未
就
学
児
童
入
場
不
可

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　

☎
23

－

７
１
４
０

消
防
出
初
式

　

式
典
や
一
斉
放
水
、
幼
年
消
防
放
水
体

験
な
ど
を
行
い
ま
す
。
消
防
団
の
規
律
あ

る
勇
姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
12
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
開
始

●
場
所　

沖
水
川
市
民
緑
地

　
　
　
　
（
国
道
10
号
沖
水
橋
下
河
川
敷
）

※ 

雨
天
時
は
、
消
防
局
屋
内
訓
練
場
で
10

時
30
分
開
始　
　
　
　

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
期
日　

５
月
11
日
㈰

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技
（
部
門
）

【
個
人
】
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）、
水

泳
（
身
体
・
知
的
）、
卓
球
（
身
体
・
知

的
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ウ

リ
ン
グ
（
知
的
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
（
精
神
）

　

１
月
20
日
㈪
ま
で
に
福
祉
課

☎
23

－

２
９
８
０　

FAX 

24

－

１
１
８
８

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

の
通
り
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
科
は
、
５
人
以
上
で
開
催
し

ま
す
。

【
①
パ
ソ
コ
ン
科
ワ
ー
ド
初
級
編
】

【
②
パ
ソ
コ
ン
科
ワ
ー
ド
応
用
編
】

【
③
パ
ソ
コ
ン
科
エ
ク
セ
ル
初
級
編
】

●
日
程
・
開
講
日

毎
週
月
・
木
曜
日
の
19
時
〜
21
時　

①
１
月
６
日
㈪　

②
2
月
３
日
㈪

③
3
月
3
日
㈪　

●
期
間
・
回
数　

１
カ
月
、
８
回

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
込
み

【
洋
裁
科
】　

●
日
程
・
開
講
日　

①
毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

１
月
９
日
㈭

②
第
２
・
４
土
曜
日　

９
時
〜
13
時

　

１
月
11
日
㈯

●
期
間　

６
カ
月

●
費
用　

①
４
万
円　

②
２
万
円

●
定
員　

４
人

【
手
編
科
】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
〜
15
時　

１
月
７
日
㈫

●
期
間　

１
年

●
費
用　

５
万
円

【
着
付
科
】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

②
昼
の
部　

13
時
〜
15
時

③
夜
の
部　

19
時
〜
21
時

１
月
９
日
㈭

●
期
間　

３
カ
月

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
】

●
日
程
・
開
講
日　

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時　

　

１
月
17
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時　

　

１
月
11
日
㈯

●
期
間　

６
カ
月

●
費
用　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

講
座 

・ 

教
室

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

12
／
25
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

リ
ー
ス
・
ぶ
ど
う
パ
ン

１
／
８
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

お
芋
と
リ
ン
ゴ
の
ピ
ザ
・
ざ
っ
く
り
レ
ー
ズ
ン

１
／
22
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

枝
豆
ブ
レ
ッ
ド
・
ス
イ
ー
ト
シ
ナ
モ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

日
本
語
れ
ん
し
ゅ
う
会
（
無
料
）

　

外
国
人
を
対
象
に
、
日
本
語
を
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
勉
強
す
る
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
知
り
合
い
の
外
国
人
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

都
城
国
際
交
流
協
会

　
　
　

☎
23

－

２
２
９
５　

※ 

月
〜
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

は
英
語
・
中
国
語
で
対
応
で
き
ま
す

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

12
月
19
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

冬
場
の
健
康
管
理

●
定
員　

先
着
80
人（
申
し
込
み
は
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

●
日
程　

１
月
23
日
㈭
〜
26
日
㈰

●
場
所　
（
学
科
）
都
城
地
区
建
設
業
協
会

（
実
技
）
吉
原
建
設
㈱
仮
設
機
材
部

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

２
万
９
、０
０
０
円

※
免
除
者
は
２
万
７
、０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
０
０
円
〜
）

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部　

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

12/ ９㈪
10 時～　

いちごクラブ
「クリスマスリース作り」
 対象：２歳以上の親子

12/16 ㈪
13 時 30 分～

あかちゃんパーク・集いの日
「クリスマス会」
対象：０・１歳の親子・妊婦
場所：社会福祉センター
※要申し込み

12/18 ㈬
10 時～

子育て広場
「アロマハーブパウダー作り」
場所：庄内地区公民館
※要申し込み

１/６㈪
10 時～

ふたごの会 ｢ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場｣
対象：ふたご以上の親子・妊婦 

１/15 ㈬
10 時～　　

子育て広場　｢小物作り｣
場所：庄内地区公民館
※要申し込み

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298

12/16 ㈪
９時 30 分～

なかよし広場・すくすく教室
「保健師さんによる身体測定」
対象：１歳以上

12/24 ㈫
10 時～

出前保育 ｢ぽっかぽか｣
場所：山之口勤労福祉センター

１/14 ㈫
10 時 30 分～

散歩の日
「山之口子育て支援センターの周辺
をみんなで歩こう」

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171

12/12 ㈭
10 時～

にこにこ教室　
「クリスマスパーティーの帽子を作
ろう」

12/19 ㈭
10 時～

クリスマス会
「クリスマスコンサート・パー
ティー」
参加料：大人 350 円　子ども 250 円
※要申し込み

１/９㈭
10 時～ にこにこ教室　｢鬼の面つくり｣

１/23 ㈭
10 時～

リトミック
｢親子でリズムあそび｣

※ ほかにもさまざまな行事があります。詳しくは、
各子育て支援センターに問い合わせください

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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潜
在
保
育
士

職
場
復
帰
応
援
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

保
育
士
と
し
て
、
保
育
園
な
ど
へ
の
職

場
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
も
の
の
「
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
、
な
か
な
か
一
歩
前
に
踏
み

出
せ
な
い
人
」
な
ど
を
対
象
に
、
最
新
の

保
育
情
報
や
技
術
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
義
と
実
技
を
組
み
合
わ
せ
た
内
容
で

ス
ム
ー
ズ
な
職
場
復
帰
を
応
援
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮
（
全
２

回
）　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
17
日
㈮
の
み
16
時
50
分
ま
で

●
定
員　

15
人　

※
選
考
あ
り

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

12
月
24
日
㈫
ま
で
に
都
城
地
域
雇

用
創
造
協
議
会　

☎
23

－

２
４
１
２

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

　

ス
テ
ッ
プ
運
動
は
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で

台
を
昇
り
降
り
す
る
簡
単
な
運
動
で
す
。

ラ
ク
ラ
ク
運
動
法
を
学
ん
で
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
22
日
㈬

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

※ 

当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い
服
装
で
飲

み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

12
月
17
日
㈫
、
1
月
22
日
㈬

　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

12
月
24
日
㈫ 
、
1
月
28
日
㈫

　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

12
月
20
日
㈮
、
1
月
17
日
㈮

　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

宮
崎
県
高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談

　

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
悩
み
に
、
弁
護

士
が
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
が
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
相
談
日　

毎
週
水
曜
日　

14
時
〜
16
時

※ 

第
５
水
曜
日
は
除
く
。
相
談
時
間
は
1

人
30
分

●
場
所　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
宮
崎
市
原
町
）

　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

25

－

１
１
０
０

夜
間
お
よ
び
休
日
の
労
働
相
談

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と
使
用

者
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
期
間
は
、

平
日
の
夜
間
、
土
・
日
曜
日
も
対
応
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

１
月
６
日
㈪
〜
12
日
㈰

【
平
日
】　

８
時
30
分
〜
20
時

【
土
・
日
曜
日
】　

９
時
〜
17
時

　

働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
５
３
８

相　

談

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

242013.12



Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

ご
存
じ
で
す
か

公
共
機
関
の
職
業
訓
練

　

国
や
県
で
は
、
求
職
者
の
就
労
を
支
援

す
る
た
め
に
、パ
ソ
コ
ン
操
作
や
事
務
系
、

介
護
職
、
金
属
加
工
な
ど
の
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
業
訓
練
に
は
、
主
に
雇
用
保
険
受
給

者
を
対
象
に
、
国
や
県
が
実
施
す
る
公
共

職
業
訓
練
と
受
給
者
以
外
を
対
象
に
、
民

間
訓
練
機
関
が
実
施
す
る
求
職
者
支
援
訓

練
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
受
講
料
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
人

が
職
業
訓
練
を
受
け
る
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22

－

１
７
４
５

平
成
26
・
27
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
定
期
受
付

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
日

程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
す
る
業
種
に
よ
っ
て
受
付
期
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
業
種
・
日
程

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

１
／
20
㈪
〜
31
㈮

建
設
工
事

２
／
３
㈪
〜
14
㈮　

※ 

申
請
要
領
な
ど
は
12
月
上
旬
に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

物
品
・
印
刷
、
役
務

７
／
22
㈫
〜
８
／
１
㈮
を
予
定

※ 

物
品
・
印
刷
お
よ
び
役
務
の
定
期
受
付
に
つ

い
て
は
、
６
月
に
改
め
て
行
い
ま
す

　

契
約
課　

☎
23

－

２
１
２
２

お
知
ら
せ

　１年のうちで一番寒さの増すこの時期は、空気
が非常に乾燥し、火を扱う機会が増えることから
火災が多く発生します。
　火災の原因は、台所のコンロの火やたばこの火、
ストーブの火、たきびなど、私たちの日常の暮ら
しの中で身近にあるものばかりです。
火の用心これがポイント
①寝たばこは絶対にやめる
② ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する
③ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す
④ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する
⑤ 寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する
⑥ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する
⑦ 高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる

問　消防局予防課　☎ 22-8884

火災多発中！　火の用心

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

25 Miyakonojo City Public Relations 2013.12



26

交
通
事
故
被
害
者
支
援

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
交
通

事
故
被
害
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
し
付
け
】

●
対
象　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
が
い
が
残
っ
た
人

の
子
ど
も（
０
歳
〜
中
学
校
卒
業
ま
で
）

で
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状
況
が
、
一

定
の
要
件
に
合
致
す
る
人　
　

【
介
護
料
の
支
給
】

●
対
象　

自
動
車
事
故
で
、脳
や
脊
髄
、

胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺

障
が
い
が
残
り
、
常
時
ま
た
は
随
時
の

介
護
が
必
要
な
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
宮
崎
支

所　

☎
０
９
８
５

－

53

－

５
３
８
５

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

要
介
護
１
〜
５
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
状
態
で
65
歳
以
上
の
人
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
の
人
ま
た
は
65
歳

以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人
で

身
体
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由

で
、
本
人
ま
た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝

具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

※
入
院
、
施
設
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
対
象
物　

掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛

布
（
各
１
点
）

●
申
し
込
み　

12
月
20
日
㈮
ま
で
に
各

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日

２
月
３
日
㈪
・
６
日
㈭

※ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の

配
達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

●
回
収
時
に
準
備
す
る
も
の　

印
鑑
、

利
用
料
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の

※ 

市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配

達
し
ま
す
。
回
収
の
日
時
は
、後
日
、

市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
回
収

日
・
配
達
日
に
は
必
ず
本
人
ま
た
は

家
族
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員

名
簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・

活
動
予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名

①
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　

子
育
て
応
援
団
エ
ン
ゼ
ル
ラ
ン
プ

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　

子
育
て
応
援
団
あ
お
ぞ
ら

●
縦
覧
期
間　

①
１
月
８
日
㈬
、
②
１

月
９
日
㈭
ま
で
の
８
時
30
分
〜
17
時

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

お
知
ら
せ

平
成
26
年
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

各
自
の
申
請
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
要
件
に
基
づ
い
て
調
製
さ

れ
る
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
な
ど
が
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
登
載
さ
れ
て
い
る
人
も

毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
は
、
本
庁
管
内
の
農
事
振
興

会
ま
た
は
総
合
支
所
管
内
の
自
治
公
民

館
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
た
用
紙
、
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各
総
合
支
所

産
業
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

に
置
い
て
あ
る
用
紙
を
利
用
し
、
１
月

10
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

　
　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

養
蜂
振
興
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

25
年
１
月
か
ら
「
な
り
わ
い
」
と
し
て

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
に
加
え
て
、「
趣

味
」
で
飼
育
す
る
人
も
蜜
蜂
飼
養
届
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
蜜
蜂

を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
中

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
県

外
で
飼
育
し
て
い
る
人
も
届
け
出
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
趣
味
」
の
飼
育
者
で
、

自
然
巣
洞
ま
た
は
重
箱
式
巣
箱
で
飼
育

し
て
い
る
人
は
届
け
出
不
要
で
す
。
詳

し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

北
諸
県
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　

☎
23

－

４
５
０
９

　
　

畜
産
課　

☎
23

－

２
７
６
９

　空気が乾燥し、ウイルスがまん延し
やすい時季を迎えました。畜産農家の
皆さんは、大事な家畜を伝染病から守
るため、消毒などの家畜防疫対策を徹
底しましょう。
衛生管理の徹底を！
① 畜舎や器具の定期的な消毒をしま
しょう

② 農場用と外出用の長靴を履き替えま
しょう

③ 農場出入り口へ踏み込み消毒槽を設
置しましょう

④ 防鳥ネットの設置や残餌の処理など
に努め、野生動物の畜舎への侵入を
防止しましょう

⑤ 家畜の観察を毎日行い、異常があれ
ば直ちに獣医師または、家畜保健衛
生所に連絡しましょう

問　畜産課　☎ 23-2769
　　都城家畜保健衛生所　☎ 62-5151

  家畜伝染病への備え家畜伝染病への備え

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

2013.12
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで

月日 医療機関名 電話番号
12/22
㈰

有馬医院（内・小） 23-2610
ベテスダクリニック（内） 22-1700
いづみ内科医院（内） 22-7111
吉松病院（外・整） 25-1500
浜田医院（胃・外） 22-1151
中山耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 24-2648
やすだ歯科 58-3471

12/23
㈪

久保原田中医院（内・小） 22-7700
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
柳田病院（脳・外） 22-4862
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ） 51-1122
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
東歯科医院 52-6004

12/29
㈰

原田医院（内・小・外） 26-3330
三嶋内科（内） 24-7171
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
福島外科胃腸科医院（外・胃） 38-1633
ならはら皮膚科医院（皮） 22-1455
永吉眼科病院（眼） 22-1530
末原歯科医院 37-0047

12/30
㈪

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
藤元上町病院（内） 23-4000
あきづき医院（内・心内） 36-0534
山路医院（外・内） 64-3133
花房泌尿器科医院（泌） 25-1177
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 27-5222
片平歯科医院 25-9300

12/31
㈫

志々目医院（内・小） 57-2004
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
黒松病院（内） 38-1120
正宗病院（外） 22-4380
庄内医院（整・ﾘﾊ） 37-0522
丸田病院（産・婦） 23-7060
さいとう歯科 26-8148

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
12/22 ㈰ トロン、上町おおた、妻ケ丘

12/23 ㈪
ハートハンズ、プリマリー、東町、
ふれあい庄内、みまたさくら、
ひむか三股

12/29 ㈰ つくし、都北町、ひまわり、
マリンバ姫城

12/30 ㈪ すずかけ、そうごう山田、
ケーアイ都城

12/31 ㈫ 姫城、エイト

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

宝
く
じ
助
成
事
業

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
の
助
成
を
受

け
て
、
妻
ケ
丘
地
区
の
菖
蒲
原
自
治
公

民
館
が
屋
外
無
線
放
送
施
設
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
連
絡
が
素
早

く
広
範
囲
に
で
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

ご
存
じ
で
す
か

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
国
の
制
度
な
の
で
、

安
心
、
確
実
で
、
掛
け
金
の
一
部
は
国

が
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
福
利

厚
生
に
便
利
な
提
携
施
設
の
割
り
引
き

サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
者

建
設
業
を
営
む
人

●
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
設

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
６
６

市
有
地
の
公
売

●
公
売
地
予
定
地
・
地
目
（
面
積
）・
予
定
価
格

①
山
之
口
町
花
木
２
４
４
３

－

４
、
13

宅
地
（
１
、１
５
３
・
42
平
方
㍍
）

５
３
０
万
円

※ 

居
宅
（
59
・
05
平
方
㍍
×
５
棟
）、
車
庫

（
17
・
39
平
方
㍍
×
４
棟
）
を
含
む

②
山
之
口
町
花
木
２
１
５
３

－

１

宅
地
（
３
１
５･

82
平
方
㍍
）

１
８
８
万
円

※ 

居
宅
（
59
・
05
平
方
㍍
×
１
棟
）、
車
庫

（
17
・
39
平
方
㍍
×
１
棟
）
を
含
む

③
山
之
口
町
花
木
２
４
５
３

－

１

畑
（
８
０
４
平
方
㍍
）　

２
２
０
万
円

※ 

第
１
種
住
居
地
域
内
の
た
め
、
宅
地
転

用
可
能

●
申
込
期
限　

１
月
８
日
㈬　

16
時

※ 

事
前
に
山
之
口
総
合
支
所
地
域
振
興

課
で
申
込
書
を
配
布

●
申
込
場
所　

山
之
口
総
合
支
所
地
域

振
興
課

●
入
札
日
時　

①
②
１
月
16
日
㈭　

10

時
〜　

③
２
月
５
日
㈬　

10
時
〜

※ 

入
札
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い

●
入
札
場
所　

山
之
口
総
合
支
所
２
階
大
会
議
室

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

入
札
保
証

金
（
見
積
も
る
金
額
の
10
㌫
以
上
の
金

額
）、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）

※ 

代
理
人
が
参
加
す
る
場
合
に
は
、
委

任
状
持
参

●
公
売
の
条
件
な
ど

• 

①
、
②
の
建
物
は
、
一
部
登
記
が
あ

り
ま
せ
ん
。
必
要
に
応
じ
て
購
入
者

が
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い

• 

③
の
土
地
は
農
地
の
た
め
、
現
状
の

ま
ま
農
地
と
し
て
利
用
す
る
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

山
之
口
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

Miyakonojo City Public Relations 2013.12



ヒクソン・グレイシー（著）
沢田啓明（訳）　新潮社（出版）

「私が強かった理由。それは、心が強
かったからだ」無敗の男は、いかに戦
い、どう生きたのか？
今、全てが明かされる！

ダーロプ・イプカー（作）
やましたはるお（訳）　ＢＬ出版（出版）

庭にそびえる１本のツリーに、一つの
星が神 し々く輝いている。クリスマス
の美しい風景を生き生きとしたイマジ
ネーションで描いた絵本です。

中田実・山崎丈夫・小木曽洋司・小池田忠（共著）
じゃこめてい出版（出版）

普段の暮らしのさまざまな場面で活用
が期待されている町内会。防犯・防災・
まちづくりまでをＱ＆Ａ方式で解説しま
す。

サイモン・リカティー（作）
中川ひろたか（訳）　講談社（発行）

私のよ、僕のだよ。何が何でも、独り占め
にしたい２人のキャラクターが取り合っ
ているのは小さなピーナッツ。とうとう割
れてしまって…

「わたしのすてきなクリスマスツリー」

「町内会のすべてが解る！
「疑問」「難問」100問100答」

「ぼくたちのピーナッツ」

12月16日～1月20日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

一般 一般

児
童

児
童

都城市立図書館　●休館日／12月16日・23日・24日、28日～31日、１月１日～４日・６日・13日・14日・20日 ●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  ※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／12月17日・23日・24日・28日～31日、１月１日～４日・７日・13日・14日・19日 ●開館時間／９：30～18：00

「
島し
ま
づ津

元も
と
ま
る丸

地じ
と
う頭

嘆た
ん
が
ん
し
ょ

願
書
写う
つ
し」

　

徳と
く
が
わ川
慶よ

し
の
ぶ喜
の
大た

い
せ
い政
奉ほ

う
か
ん還
以
降
、
新
政
府
は
天
皇

を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
体
制
を
目
指
し
て
、
版は

ん

籍せ
き

奉
還
、
廃
藩
置
県
を
断
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
都
城
島
津
家
も
明
治

２
年
（
１
８
６
９
）
に
領
地
を
政
府
に
返
上
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
都
城
島
津
家
領
主
島
津
久ひ

さ
ひ
ろ寛

（
幼
名
元も

と
ま
る丸

）
は
、
鹿
児
島
に
移
住
。
新
た
に
、

地
頭
と
し
て
鹿
児
島
藩
士
三み

し
ま島
通み

ち
つ
ね庸
が
都
城
に
赴

き
ま
し
た
。
し
か
し
旧
家
臣
ら
は
、
元
領
主
で
あ

る
久
寛
の
地
頭
就
任
を
望
み
嘆
願
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
島
津
元
丸
地
頭
嘆
願
書
」
で
す
。

　

こ
の
史
料
に
は
、旧
家
臣
ら
の
都
城
島
津
家
へ

の
長
年
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
朝

ち
ょ
う
め
い命

を
も
っ
て
御ご

い
っ
け
つ

一
決
の
事こ

と

候そ
う
ろ
うに
つ
き
、御
採
用
こ
れ

な
き
こ
と（
＝
命
令
で
決
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
た

め
、採
用
さ
れ
な
か
っ
た
）」と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、嘆
願
書
が
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の
後
、
久
寛

が
都
城
に
戻
っ
て
き
た
の
は

明
治
12
年（
１
８
７
９
）で
、

現
在
の
都
城
島
津
邸
の
場
所

に
居
を
構
え
た
の
で
す
。

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
12
月
18
日
㈬　

15
時
〜

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
12
月
21
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
12
月
21
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
12
月
26
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
１
月
11
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

つ
る
の
お
ん
が
え
し

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日　

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑　

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

「心との戦い方」

282013.12



スノーボードの思い出
ダンカン・フォイさん（カナダ） 　Vol.２

広報Vol.96

　カナダの冬は間違いなく寒いです。私
の故郷では１月、２月になると氷点下 30
度、40 度になるのは当たり前です（事実
です！）。こんな身に染みる寒さで、外で
遊ぶ人がいますかとよく聞かれますが、「も
ちろん！　私もその一人です」と答えます。
　カルガリー市の冬というと、最初に思い
浮かぶのがスノーボードです。12歳の頃か
ら大学に入るまでほとんど毎日滑り、プロ
として滑る姿を夢見た私でした。学校が終
わってから、すぐ家の近くにあるカナダオ
リンピックパーク（88年カルガリーオリン
ピックのために建設されたスキー場）で練
習していました。今はそのスキー場から離
れて都城に住んでいますが、スノーボード
から学んだことはまだ私の心に残っていま
す。スノーボードは転ぶことやケガするこ
とがありますが、人生の失敗はスノーボー
ドで転ぶことと同じで、すぐ起き
てまた歩けばいいと思います。
　失敗は成功の元。皆さん、今年
の冬も力を合わせて頑張りましょ
う！
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

●
特
集
「
６
次
産
業
化
推
進
大
会
」
を
読
ん
で
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。
足
元
を

し
っ
か
り
と
固
め
て
、
半
歩
、
一
歩
を
勇
気
を
持
っ
て

踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
共
感
し
ま
し
た
。

（
下
川
東
二
丁
目　

キ
ョ
ン
ピ
ー
さ
ん
）

●
愛
犬
と
リ
ー
ド
無
し
で
散
歩
し
た
り
、
ふ
ん
の
処
理
を

し
な
か
っ
た
り
す
る
飼
い
主
を
見
掛
け
ま
す
。
野
良
猫

に
餌
を
与
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
の
し
つ

け
だ
け
は
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

（
上
長
飯
町　

Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
不
燃
ご
み
を
持
っ
て
行
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
い
せ
い
館
の
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
施
設
見
学
は
も
ち
ろ
ん
、展
示
・
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
あ
る
と
は
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
た
い
で
す
ね
。

（
一
万
城
町　

Ｒ
・
Ｏ
さ
ん
）

●
市
内
で
１
０
０
歳
以
上
の
人
が
１
４
０
人
。
そ
の
う

ち
、
女
性
が
１
２
１
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。
私
の

１
０
４
歳
の
祖
母
も
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
を

生
き
抜
い
た
、
本
当
に
す
ご
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

（
山
之
口
町
山
之
口　

す
く
す
く
さ
ん
）

●
つ
い
に
開
催
が
決
定
し
た
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
」。
国
民
の
１
人
と
し
て
、
大
会
の
成
功
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。
健
康
に
過
ご
し
て
、
７
年
後
は
ぜ
ひ

と
も
、
観
戦
し
た
い
も
の
で
す
。

（
都
北
町　

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
）

今月号を読んでのわたしの一言

① 関之尾滝など、市内には霧島ジオパークの
見所であるジオ〇〇〇が４カ所あります

②ルールを守って正しく活用。インター
　〇〇〇を利用した選挙運動

③宮崎県畜産〇〇〇乳用種種牛の部で農林水
　産大臣賞を受賞した川野大輔さん
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 Vol.96 2013年12月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や12月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　12月27日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙２月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎10月号クイズの結果【応募総数67通】

　★正解／①６次産業化　②130　③環境
◎10月号当選者　冨田　まさ子さん（郡元町）

【菓子詰め合わせ3,000円相当】
商品提供事業者
前田菓子舗（上町）
☎22ｰ0799
郷土を代表するお菓子
「高

こ

麗
れ

菓
が

子
し

」など、
当店自慢のお菓子の
数々。団子なども好評
です。ぜひ、ご賞味く
ださい。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般800円　高校・大学生600円　中学生以下無料
　　　　※１月７日㈫以降は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※12月16日㈪～１月６日㈪までは館内整理のため休館
◎収蔵作品展「美意識過剰」　１月７日㈫～３月２日㈰
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈰～１月３日㈮
◎企画展「大島畠田遺跡」「近代都城のあゆみ」
　１月13日㈪まで
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈰～１月３日㈮  
◎企画展「藩から県へ　近代都城の出発」２月16日㈰まで
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈰～１月３日㈮
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月31日㈫～１月６日㈪
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈰～１月３日㈮
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈰～１月３日㈮
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
冬休み期間中（12月27日㈮～１月６日㈪は19：00～22：00も開館）
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎ゆく年くる年年越し星見会　12月31日㈫　17時～

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※12月16日～１月20日の日程



　都城島津家の若殿が、参勤交
代のために江戸に上る道中、島
津家の安泰と道中の無事を祈願
した祭礼を模したとされる高木
地区の揚げ馬まつり。県の無形
民俗文化財にも指定されている
同祭りが３年振りに開催されま
した。11月２日には南方神社で、
たくさんの観客らが見守る中、
勇壮なたき火越えや、多彩な舞
が奉納されました。

高木の揚げ馬まつり
今月の表紙

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

平成25年11月1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,853 世帯 （ 　47） （　 304）
人口総数 167,352 人 （   52） （－ 720）
男 78,352 人 （   19） （－ 402）

女 89,000 人 （   33） （－ 318）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

インフォメーション

●日時　２月22日㈯
　　　　開演18:00（開場17:30）
●料金　全席指定　6,300円
　　　  　※ 未就学児の入場不可

アルバム「1969」が世界的なヒッ
トとなり、今もなお躍進を続ける由紀
さおり。代表作「夜明けのスキャット」
「手紙」などで世界を魅了する歌声
が都城に！

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

由紀さおり　コンサート2014

●日時　12月21日㈯ 19時開演
        　　12月22日㈰ 14時開演
●料金　500円　※未就学児無料

2009 年に高校生演劇ワークショップ
で上演した作品を、今回は都城ミュー
ジカルクラブが再演します。親子で楽
しめる親しみやすい内容です。

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

親子で楽しむクリスマスミュージカル

　ブレーメンの音楽隊

市 役所には市長への報告のため、さまざま
な賞の受賞者や各種大会で優秀な成績を

収めた人たちが訪れます。11月12日には、全
国大会に出場する小学 校吹 奏楽 部と、英語弁
論 大 会 や 創 造コンテストに出場する中学 生が
市 長を表 敬。彼らに共 通 するのは、才 能だけ
でなく、指導者とともに努力を重ねたからこそ
”全国 ”の舞台に立てるということ。大会での成
績はもちろん、頑張る子どもたちの明るい未来
を祈るばかりです。（久）

◆編集後記

イベントカレンダー
（12月14日～１月20日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

12
月

14日㈯　16:00開場　18:00開演
2013クリスマスドライブインシアター
in かかし村　【山田第２運動公園】
問　山田町商工会　☎64-2057

１
月

２日㈭　８:30（受付）
新春初詣健康マラソン大会　【安楽寺発着】
問　同実行委員会　☎57-3007

19日㈰　８:30～
成人記念ロードレース大会
【都城運動公園陸上競技場発着】
問　陸上競技協会事務局　☎26-4510(18時~)

19日㈰　９:00～
2014高崎クロスカントリー大会
【高崎総合公園多目的広場】
問　高崎教育課　☎62-1111

環霧島エリア

12
月

23日㈪　18：00～
星のさんぽ道「クリスマスイベント」
【湧水町轟地区グラウンド】
問　同実行委員会　☎0995-74-3587

１
月
７日㈫　19：00～
熊野神社の鬼追い　【熊野神社】
問　曽於市観光特産開発センター　☎28-0111

績
を

曽於市

湧水町

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介
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